センター紀要の歴史と変遷 : “ふりかえり”の一つの試み by 池田 満
■　特集「人間関係研究センター40年をふりかえる」













































































































































































人間関係における「プロセス」を再考するーG. Weinstein, E. H. Schein ＆ W. B. 
Reddyのプロセスの視点より―
13
人間関係づくり授業における現場教師とファシリテーターとの協働性に関するア
クションリサーチ
13 体験学習法を用いた人間関係トレーニングにおけるハンドベル演奏活動の試み
体験学習（４件）
創 “環境教育”と“体験学習”：その接点と将来の展望
10 ティーム・ティーチングーラボラトリー体験学習における意味を探る―
12 ラボラトリー方式の体験学習を通して得られる気づきに関する検討
13 体験学習法を用いた人間関係トレーニングにおけるハンドベル演奏活動の試み
トレーニング（４件）
４
インドにおけるラボラトリー・トレーニングの歴史と特徴―Tグループを中心に
して―
10
オン・ザ・ジョブによるファシリテーター・トレーニングの意義―スクールカウ
ンセラーを対象としたグループ・アプローチ研修の実践研究
11
Tグループにおけるトレーナーのファシリテーション、学習館・トレーニング観
に関する質的研究
13 体験学習法を用いた人間関係トレーニングにおけるハンドベル演奏活動の試み
出された。“人間関係”が表題に使用された論文には，論考と実践に基づく実証
的な研究の両者が含まれている。上記の“箱庭作成”も含め，実証的研究の掲載
数が増加したことも現センター紀要の特徴として数量的にも確認できたものと
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思われる。
“体験学習”は，“ラボラトリー方式の体験学習”の略称として使用されている
論文表題が多い。この特徴は，現センターの活動の中心にラボラトリー方式の
体験学習があることを示していることに加え，現センター紀要では，体験学習
という語が，ラボラトリー方式の体験学習を示す符丁として通用している事実
を示しているといえよう。
“トレーニング”という語についても同様のことが言える。2005年第４号にあ
る“ラボラトリー・トレーニング”は，ラボラトリー方式の体験学習とほぼ同義
であり，2011年第10号，2012年第11号の表題はいずれも，明示的，暗示的に，
ラボラトリー方式の体験学習を素材とした論文であることは明確である。
ここまで，Articleに掲載された論文表題の分析から，現センターの特徴が，
紀要にも明確に表現されていることが明らかとなった。すなわち，（1）ラボラ
トリー方式の体験学習の色彩は，旧センター紀要と比べてやや薄れつつも，現
センターの中心に置かれていること，（2）センター外からの働きかけを積極的
に受け入れていること，あるいはセンター外からの関心が強くなっていること，
（3）活動の報告やセンター員による論考だけでなく，狭義の研究の掲載を積極
的に推進していること，という三つの特徴が，現センター，並びに現センター
紀要に表れているといえる。
おわりに
ここまで，センター紀要をふりかえり，そこから見えてくる特徴について考
察してきた。そこからは，旧センター紀要が，旧センター設立の母体である短
期大学人間関係科の先駆的な取り組み，特にラボラトリー方式の体験学習を，
さらに社会に広める術となっていたことが見出された。そして現センター紀要
は，旧センター紀要に求められた役割に加え，さらに広く人間関係に関わる学
術研究推進の中心を目指している取り組みであることが明らかとなっていっ
た。新センター紀要も，創刊から間もなく20年を迎えることとなるが，今後，
さらにどのように展開していくのか，そして後の世の人が，その展開をどのよ
うにふりかえり，分析を試みるか，楽しみでならない。
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